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7 月炉甘妥三吉 毒室長毛表。コ d予す台拶qd主主宰展佳子

今治在住会員のOさんが年内に松出に引っ越して来る事が決まり、

今治例会も最後になるだろうと 7月 11日(火〉会員5人で出かけまし

た。今治でOさんと合読し市民の森の睡蓮を見に行くことになりました。

「市民の義フラワーパークJは、一年中間季折々の花が咲き乱れる

市民の憩いの場。コンパクトにまとまった圏内の入り日付近に、白・

黄色@ピンクの睡蓮が群生している地があり、地を渡る櫨から臨めるこ

とができます。これ程多くの睡蓮の群生は県内でも珍しいのではないで

しょうか。そのせいか、カメラ片手の人がたくさん来ていました。写真

を謙っている人に会員の瓦さんが睡蓮の掘り方を開いてみると『花と葉

と水面に映った花の三点を入れて撮るのが基本』だと教えてくれたそう

です。灘り性のKさん、早速実践。ところが、パッテリ一切れでも譲影な

らず、残念がっていました。

ここには fオオオニパスjが植えられています。熱苦手で生育している

轍物なので、冬場報室で保管し百春に専用の地に植え付けるのです。

私達が行った時は、まだ直窪が30，.."，4000程度の葉が10故前後ありまし

たが、 8月下旬，-.，.;9月には、産径18 0 c;砲にも育っと記されていました。

夜には、香りの強い花が咲くそうです。大きく育った時期に訪れてみた

いと思いました。

蒸し暑い関内を一時開程散策した後、予約してくれていたレストラン

ヘ移動。来島大橋が窓越しに見え百来臨海映を行事来するフェザーや

議離を眺めながら、ゆったりと食事を取りました。海辺に来たのは伺年

振りだろう o 波が打ち寄せる音が心地好く、期的番号を感じながら、

入道雲が見える真夏iこ訪れたいレストランでした。隣には和食のおJ2iも

あるので、家族や友達と来られるといいなあの
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9月例会報告

平成 18年9月 12日(火)10: 00-- 林さん宅

今回は9月1日の防災の日にちなんで、防災についての話し合

いをした。会員が実際に用意している防災グッズを持ち寄って、

必要なものを検討したり、非常食の試食をしてみた。(写真参照)

会員から出た防災アイデア

-たんすと天井~の問のすきまを、ダンボールの箱をつぶした

ものや新聞紙できっちりつめると、たんすが倒れにくくなる。

枕元に靴を置いておく。いざという時、まず靴を履く。

・出口(玄関や窓など)を開けて、逃げ道を確保する。

-非常持ち出し袋に入れておくといいもの

水を入れれる丈夫なピニ}ノレ袋

マスク

ウェットチィッシュ(傷もふけるものがよい)

新聞紙(服に入れて防寒にもなる)

ラップ(紙凪にしいて用いる)

女性は生理用品

手で回すと充電できるタイプのラジオや懐中電灯

・非常食を試食してみて、現在は結構味もよく食べやすい食品

が増えていることがわかったが、お年寄りにはカンパンは硬

すぎるので他のものを用意するとよい。(実際食べてみて、と

ても硬いものがあった)

・ しょうゆの小さいパックなども入れておくと味をつけるのに

いいのではないか。
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汚っマみたドイ、y・ポーラニド・手ェコ

rf苦っマhたjシlーズ曹、盟を曹ね寸守色村、今曹i季、ドィ、ツベIL'Jニを鹿t11LJ(こ、事riJ!
にを習を踏み入れ寸みた.守図的吋ブ勺イトILld:rトラブILtr吟管原趨ヰ傭汚jだちう村・

今国Id:島守苧指守品開揮tf生じた付、!.f(j)こどによっ寸宵fγったことを嘗いめ?、曹司トう

、ッヰユーだっため付をιれ怠・ぃ.いつをプラス曹看守?存宗たいをめだ.
前曹相手ポマホそ帯、今年Id:私的関市ët~守番#"':'1tt Jニ?得われた.1 ~白木:rILt寸宗と

いう官い航空斡を縛Lマを吟い、事輔を整えた.旬ピZ千才1;付、手ロヨ駐留め凱ったロニドユピ

ースロー智嬉鰹由芭っ史的?、本当に世付け吟れるm付也智2li=.8同24自帰国を暫つ

時l;:t.. 、ちょっと前町曹持者LベIL付事い暗耳慣(宥曹畠をピ=-IL諸に入れ埼ちu'崩事だけ)
に肱ペ事ピ菅平撮く官っマ(鳴門嬉ちU'O1-帯物Id:ハユ1..:'J '\、ッヴを雪崩寸縄安めヂマ宗て\'l'~門

的一つだけ.惜し滞棒、ジヱIL掠めをめの埼ちU'O1-本苛)いたの?、開欝事くロニドニヒー

スローへ.Ul'l、事ι!蝿え寸ll:l園寄る憲容にId:曹に巌Lい手エゥワ村稽ちfγまえマじた.
聾蛇的取を揺れマ、草花老眼守ëtペ寸(j)~;事巧物平ェ、ッりを晋けるめだ.私的場官、警むi噂え

め稽行端的脅ち時間付 1時服審ι1"1'、世尊ザートげ閉まるめ吋:.f(j)25宵輔、司と付申く

手ヱゥワl"1を吟う需を探った付帯跡だづた.手エ‘ッワ付賂わ勺たと相手本事1j.r.うザート?ず

閉まった鋸だった付、部めいいことにベ11'1ニ苛守的稽苛鳴村大幅に醤れたた柄、時的こ

とId:事い専守セーフだった.

守番知顕申Id:、ホ手JLと寄場"1'~~8掛セニJyーをUパーニど曹う地下撃を1膏っ寸預

った.ドイウ的地下齢l幸、題離によっマ宮殿付事う.ITl郡司トエ，17を曾屯・帯"1'2.1:lーロ
(300 fIIぐbうい)、饗志鵡に:e:.lq..:樽婦?打脚ι草ければ1j.r.う捗い付、時札口君事く鳴LJ~と

そ帯を雷く平ヱゥりを曹け1;1.い(j)"1'、ム仇鴎-1.:.1に1壬ずれマい志ピ曹える.事ウに六人的世特

定ど曹った.

守番軍梅田Id:、ドイウ日本犬1書館、目指せユ勺ー主暢(j):...ゃユベニパ一手ィ一村翫っ

1::..日本語閣官宮町響害1;1."う"1'1d:だちろ付.こめ目Id=寝9暗 48宵曹め噂切削曹に警っマ

ワIL乙ゃワヘ好く苧官だった.!.fh事"1'tr1j.LI時間げま為つため?、ホ平ILに寝つ寸前く仇Lス

ト弓ユ"1't;;'曾を取ι!、木平ILO)Lスト弓ユ?ギザートピコーとーを5主苦し寸、9暗に輔h"1'銑
つを勺り乙ーを帝っマいi=.+宵暗闇付凱ったId:qaなめに、輔hだをめTずいく吟帝っ寸を也

マこない.結局輔ht=をめをキゃユセILL"1曜ママ勺ワ乙ーに寄LJU'O1-、m符字軍吉を縛れ
だ熊持寄社的指宗韻LJベIL'Iユ申唱~~^.

ベILリユにId:現在大事拡~ピL寸、 18帯ドィ、ツの申唱~~?~~ベIL' Jニオスト富旬、西ベIL

リニめヂてそヰい草旬、ツオ一貫旬、!.fl"1ワーILI..:'打、ッブめ為に1'1=ったベ1L' Iニ申事耳障め 3 つ訊~.

5 



9暗 20宵申容量抑に着いた私ピ寝州事、持q.曹内需e'tIl符を寝台マ、むこ村吟也事行事

ねた.'ctぐ2暗めブラ、νトつォ一心を教えマくれた.ι付L跡的害事を曹マ曹関じ時制官暫
0)湾u曹にワIL:，'¥'7ワ帝守付事事ウれ草いめ?本官に曹っマをうー穫期的曹内問へ待つ寸
聞いたとこち、こめ寝苛曙恒明曹I~こ0)1Ii'村時ê'1~事〈、階的1Ii'(オスト草原?君、ッォ-1Ii'

?を1;f.く、付イドブ、νワに老齢つ寸L¥1;f.い1Ii')村吟芭という.好くめに20'1守l'~工作付志という.

時限に醤l.!.f0)1Ii'に信帽を取っマくれるよう輔h定付、!.ft1.I~ê'事事ιゼ曹われむう'ctë

こどを?守帯、t才掛マキ1?ニせはだけ?をど噂つを付、!.ft1.を!.f0)官事著書陣?なければ?害容

いど曹われ~.!.fhな欝種事 I 11特存害紅白曹智普暗号をに曹話する宅、土曜日め曹とい

うこど?韓害虫マくれない.

l11'・左京く、唱にワIL:...ゃワへ待く雨曹(駒6時 42'1守申書~蒋}tñtll待を曹い、:J]:!O)駒

5 時 35 合ワIL与やワ露知事?部えに事寸くれる(~寄!こなっマじた私的教文字に簡とわ・樟踏

をとっマ事噌を話ι、軍鋸!こ窄め鞠付事萌世警?鼠志ことを考え~O)iETくにホ手ILをどち

うと曹詰を打けるを、靖宮打'罵鹿曹心付?国LJ事~((lまった.描覇軍均的曹寄書に入っ寸

事情を自信帽したとこう、2千この曹嘗官付ホ平/Lを堵ι寸くれることに芯ιi、親tIllこいちいち
草木手ILに曹話を掛け寸くれ寸、聾路前に摺積/1;f.筒!こ勧~G知事打ちホ手ILを寝つけ紹介

L寸くれた.ホ手ILに入つ寸嘩ためId:1 暗損害だった.翌日I~ 5暗骨ザにホ午IL?:也寸申

容駒内.守麿i事糠事ワIL:...'¥'7ワ苛ミ守め耶曹に寄れた.

L打・ι、警壇ピ噂種的コニパートメニト付観るのに簡を翻11'・れtJ.打つため?、ただ存宗需を
曹っ寸曹ったm符I~噂噌嘗.間宮前λ付《ピースモー打ー?閉口ιた.噂札にそ守た曹曹

に蓉噌曹に作わι}たい旨申ι也た吟、空いマいる宮F層に曹れ寸持つ寸くれた.こめ苦苦ワ
/L:，ゃワへ苛l寸志村ど寄った吟、書申0)1Ii'1'l吟!.fGη庸めム付寄fLJ也、he'守マ、高び制的噌

壇嘗に慢吟びるをえ1;f.く1;f.LJ、与め耀Id:Qパコ的場め拷聞に耐えた，

ドイウピポーラユド自国靖e'1d:、商角的稜ム付寄ιJiふhe'守寸、パスポートを簡ペ、世

国ピ入国的判を!.ft1.ヰれ揮ιマくれた.簡単容を0)1::.. 曹寝付bう眺掛る曹昏I~、むこ苦?

存っマ老若わ吟1;1.い.ヨ一口、ッパ后っ1#層勺1#ピld:tFく寄ったをめ控.器情的事い主地に畑

や特曹地、1;'つhl;'つれど糟える侵害.むち吟め留め欄曹、田守的事母Id:菅わbうない.帯

待1;f."う曙bうれ惇い警昏を堪能?宗たO)(~零時トラ、ッキ一世つため打電Lれない.

智 12 時 25 骨、帯事ワIL~t7ワ申sp~にたむLI響い在.鞍文字(也容い塾ポー弓ニド

編め講師)ど!.f0)寝番付ブ弓、ットホ一心?脅ち曹1サマいマくれた.島。g売っただけに、言え

たと相手事希だった.

~i華大宗L'トラニりを耳障めコイニ口、'111ーに入れ寸場事室に宮っ寸、いび観世へ.申事J\I

m鳴にl~紅寄主語時1tにソ嶺村吟噌bうれたなTヒ科管官厳付むhと嘱え寸じた.守年 2

6 



間的t白書L\瞥?騨いた、;t{ーうニドム村輔ιI~~書物?曜い曙L在いと翠っマい~!千的哲朗

控ピいうことを曝L\~皆ι珪，， 4 J....?、ワIL与やワ的主主主観者噛を歩い寸圏~.曹LL\寄生首h、

宮い鞠ピ軒ιL\鞠fずうi:く韓和ιマい~. :"3J~ニ噂鞠書官?I語、 :"3/'(ニ仇1事っマい在と:.pノ

や、自響的事輔、事臨的寝苦長官軍事@ワJL:..1'7ワ六事前噂内iこ哲人つ寸み~.曹+宇望書

普段書的控!こi書、フラユス?亡く謀った:"3/~ニ0)1:1覇軍主主iサ培ち噌III段踊マ訴事どt)'o

i!fi曹を嘩#マい在的?、~_::ラユドム師事手配というït-;，'Aイムッヴ期的J~ニにう文ベ'/-:;1'7

心的在っFラH.'入っ在哲仇を輔曙q二人的曹内?竃散に智マ闘っ在@府軍曹、開持主的響的

パ!U'\llニ、!田市轡市場l官端的ム鵠0)種、 I~罪ピh'Cすベマ付腕事?轍噂て'tn、智 2 増大

車道樹噂完L在宅さ的ピ仇ニピ{世腎輔藤). 

ノーベfL空軍曹を警曽l1芝乙ェユキヱ吋イヴニF!草、ポ一号ニド的盟曹Ff.l帯電量?輔噂tf在

くす九銑~.エ瞳0)ノーベIl智曹智審キコ-1/-寄ムをここmム詑.

i宮市帯主舎に撃事っマU~離土料理的i苔iこ入Lj、ニ J....O)å鈴薦制的器ピ自閉ポIL:..手、ポ

ーうニド麗ギaー骨子ピ工Iコギ器購(申事i謀、キゃベウピ守、'J:"=>./l一心・手-:x.:じゃベウピ

夜1)tJ:むを欝ベた@むれ宅:i!fiL'l打ったe

7時顕醤nO)ワIL:..ゃワ轄iこ怒ったた納、審#富田号、的観者iこ穿つ寸li=っ色村、穣時0)(1;;
稽?事審L主主時霊童対面事ごt!tま@官寄L¥塾?習った、;t{ーラニ"I--!'轄r:.:ヱニワエニJ(D¥l)tずと
う)1手よく聞いt=.l、私を1躍っTékt=.ιJl主主 e 撃い-rい珪主主納、噂L) 1d:勺ワエー?露~~"1'持っ

た材、~ニ?麗由いヱピリーI":'~. ポーうニドi害事本酢11ニi耳手、γブId:曹時事L'tf、韓関Y1J:

ことをlc空時つ在時、噂曙っマ害時った時i書聖書締0)曹をu'踊守、手、ッブ官・壊す的控ニ千今宮@

~O\~静軒事i草エそれに嘩ct~O)控~う?、手、ッブ営陣言炉建とことに1J:っt=..

6時 5 千守響的l盟書Fワうコつ持者問昭事iこ事事佐輔、口、'111-1こ入れCÐ\ったトうユワ~~控

室哲..~_::ぅニF的問、γ打-Iët 2 :Xウォ、ッニ手{駒 80 開)入h-r由。'111ーを開崩事ピ、~O)口、ッ打

-0)暗語審曹を曹い珪騨tt~昔寸く~.官官『時Id:~仇百童謡番曹を縛l-r、時開オーバー的

曙曾i事~'i' 1守宮入れれば輯くように主主っマい革命をし櫨Lうすずい草fγっt=.."，う位、'/h一一つ朝

間?宗主主t)，っ色こど定事う@

崩事!こ聾っマ鞭8暗 54骨ワ=ラコつに轡い在e通事(-'9ワ;:...ー?ホ平ILへ@

曹章容{語、年寄自宅E年報哲轄地ウ?ーを串ιU'h."1'いた，午輔申lettフうつつin肉筆疑者@ヮ
=ぅコ71謀、1自露骨?ワIL:.. 1'7ワピ講っマ瞬静岡F轍噂すれ~こど曜く申君才的童書物'ht!.f的事審

理署っマい~.ctベマ世界審車芭ピいう@吋?吋エIL曜仇申!こl;t、fCマピι主主申躍的1盟主曹、

母ベストIJ一村喜部品うれマL\~大警官官、地τ!こ器産事1tσ3歪なぜ0)轄村吉弘事。!.fこ打吟'Þl離

れ守、コザ?人審1主lB-C，こにId:コザ?孝信寄らサゴーヴ)11点在L寸L\~. 噛人的曹の普段

寄を覇軍lt=....智i曹0)韮留眠、富σ3欝欝"1'1事態く音量才的審識だと行，曲L'lース0)11一平

ワ
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震持食事容と:1乙

告 e事支

容市場立二場ぴ}岱塁手iこさ為~襲撃頼書韓日 p筆Id:50 

ミマ、 i警護?ずさ気.二二(J)詰憲法靖惑的騨主戦、τ雲監

報i話、結 W!こ露軍 rþ(J)撃をえ手 i二響詩持つを問ガレレピ整担金持レうれ~.;ヲェ\J手こh1:聾誌へe

700 E手どよとめ欝曹を害警~場i嘗智議採舗前帽子君主韓議翠参寄ベマ噛?窓っ在孝L1事官や務

割、謹(J)轄罷-n雲っ?三与やニギliPIき喜善事。
28êH季、君事警部?均三日二ユどいJ'\I"'~. りエラコフ11吟パス"""f l 時標悲\爵ピ噌寵ûl
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I.J時計に事っマL\~.G将軍Id:、ピ?ホーJL(J)地下?手ェコめ宿蹄斡噌ピ有包容ピILスチー

ピーJLをいただく.烹旬1;t(tJ:iL'Lい.牢領Id:オブ:..aニゥ?ー?世界脅磨mワトチー・ホ
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コ語、前事的命事む付事暗探い.Ltrl胃を宵打吟e$'申ι岱hだこめウ?ーId=宰肯定った.
ブラハ市内仇嗣告ををつと有害q-ベ宗だった.反省.1:7向ホ平ILへ寝つ寸、これ?ブ弓ハ

付懐わ~(J)(d:iニt鳴LJと、、ツ?ー?一時控ったご事曹、六事官ピ地下鉄を1事っ"1 1田市鳴へ
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つf そラ宰吉正岩署をQ.遺産こア認が占色霊童aJそ子位〉重要量

井戸端痩り54尋に揚載した f2005存度プラスチッヂ重量容器包装ーゴミ品

費調査結果、東語喜子宮はD判定と最酷評錨Cその後についてo

2006年度もD判定を受け改善計画策定を求められています古東轟市は

市民iこ対して10月に配布予定の「プラスチックごみの分期表jの囲覧鞠

を送付してきました。今までの物より詳しくなっています。

絶対にダメ!勉換です i例*ライター@カミソリ・註射器等

*本来はリサイクル対象品ですが、汚れが落ちにくい拐で中身を能い

(洗荊で離し司、汚れを落切ってから「蟻やすごみ」で出して下さい!

とした物はプラスチックごみで出して下さい〉

分別して出したプラスチックごみは、松山容器で選E輔されています口

松山容器は、 2006年度もD判定を受けた松山子宮のプラスチックごみの選

9月2目的愛壊新聞によると、経由市時容器包装比率制をしています。

をAにするため、中間拠理業者による選瑚撤題去の君主善要請をした。作業

員を4人増員・年内をめどに礎気選掛磯の導入@ベルトコンベアむ速度

を落とし選別とあります。東鑑市が松山市と開じ業者に委託していると

言う事はこむシステムに乗って、今後、選別されるのでしょうか?

10月には、分別表と一緒に市指定ごみ袋が書記布されます。fA報告月号

5，777.625円の入札結果があります。P15に市指定ごみ袋作成業務

この金額、皆さん拡どう考えますか?
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加
減
同
改
善
し
た
も
の
一
向
調
査
を
実
施
し
、
本
年
度
一

の

m
-
m
%で
D
。
ガ
ス
ラ
一
か
ら
調
査
方
法
を
変
更
。
協
一

イ
タ
ー
な
ど
危
険
物
も
混
一
会
職
員
ら
が
立
ち
会
う
一
回
一

入
し
、
総
合
評
価
は
D
だ
っ
↑
白
調
査
で
D
に
な
れ
ば
、
計
一

一
た
。
松
前
町
は
紙
ご
み
な
一
画
書
の
提
出
を
要
求
。
自
治
一

岡
市
町
と
も
計
画
を
六
月
一
す
る
可
能
性
も
あ
る
」
と
し
一
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
久
一
ど
の
異
物
混
入
で
純
度
が
一
体
職
員
が
立
ち
会
う
再
調
査
一

末
ま
で
に
提
出
。
改
善
に
着
一
て
い
る
。
一
井
工
場
(
広
島
県
三
原
市
)
一

5
・
削
減
悪
似
し
、
花
・
一
で
総
合
的
改
善
が
な
け
れ
一

手
し
た
が
、
同
協
会
は
「
八
一
調
査
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
一
で
実
施
。
ご
み
を
圧
縮
・
梱
一
回
必
で

D
。
危
険
物
の
プ
一
ば
、
次
年
度
の
受
け
入
れ
拒

|
九
月
の
再
調
査
で
総
合
的
一
除
く
プ
ラ
製
容
器
包
装
ご
み
一
包
(
こ
ん
ぽ
う
)
し
た
「
べ
一
ラ
製
か
み
そ
り
も
入
っ
て
一
否
を
検
討
す
る
こ
と
に
し

改
善
が
見
ら
れ
な
げ
れ
ば
、
一
を
対
象
に
、
両
市
町
が
リ
サ
一

I
ル
」
の
汚
れ
や
プ
ラ
製
饗
一
お
り
、
総
合
評
価
が
D
と
な
一
た
。

来
年
度
の
受
け
入
れ
を
拒
否
一
イ
ク
ル
を
委
託
し
て
い
る
広
一
器
包
装
の
純
度
(
比
率
)
、
一
っ
た
。
一

ケ将舟向香織

ブラ容器包装ごみ
:LoCb 〈第3種郵便物認可〉
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野
区
柳
飴
危
険
物
や
異
物
混
入

リ
サ
イ
ク
ル
業
界
団
体
で
つ
く
る
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
(
東

京
)
が
今
年
五
月
に
実
施
し
た
こ

0
0六
年
度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
穏
包

装
ご
み
品
質
調
査
で
、
東
温
市
と
伊
予
郡
松
前
町
が
O
五
年
度
に
続
き
、
抜

本
的
改
善
が
必
要
な
D
判
定
を
受
け
、
改
善
計
画
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
七
日
分
か
っ
た
。

改
善
状
況
来
月
か
ら
調
査



一
一
バ
イ
オ
越
料

ザ
ト
ウ
キ
ビ
や
ア
ブ
ラ
ヤ
ン
の
実
な
ど
鰭
物
か

ら
伶
る
パ
イ
オ
燃
料
が
地
珠
海
礎
化
対
策
と
し
て

法
医
さ
れ
、
位
照
的
な
大
ブ
j

ム
に
な
J
J

て
い
る
、

一
原
油
宵
問
機
の
影
響
も
あ
り
、
各
国
政
府
が
自
動
車

燃
料
と
し
て
の
導
人
一
九
本
壌
を
入
れ
始
め
た
た
め

だ
、
た
だ
臼
本
の
場
合
、
燃
料
を
輸
入
に
諮
ら
な

け
れ
は
な
ら
な
い
点
で
は
原
油
と
同
じ
3

無
秩
序

ア
ぷ
利
用
拡
大
か
熱
帯
研
詰
壊
な
ど
海
外
で
引
の
環

壌
問
題
字
義
化
さ
凡
な
る
と
の
懸
念
も
大
き
く
な
っ

て
い
る
ヲ

一
J

価
紘
一
競
争
力
ム
む
つ
い
か
ら
作
る
燃
料
の
総
称
J

成

き
た
し
食
料
、
農
業
と
エ
ネ
長
段
階
で
こ
酸
佑
炭
素

(
C

ル
ギ
!
の
題
根
を
は
ら
う
次
弘
)
を
吸
認
す
る
た
め
、
燃

な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
愈
や
し
て
も
C
仏
排
出
と
カ
ウ

一
紙
で
パ
イ
オ
エ
え
ル
ギ
1
4
は
ン
ト
さ
れ
な
い
上
、
桔
濯
の

大
変
詰
目
さ
れ
る
つ
各
省
恐
れ
も
な
い
c

一
庁
か
ら
二

C
C七
年
度
予
算
日
本
政
府
は
温
媛
化
防
止

の
概
算
要
求
が
出
そ
ろ
っ
た
の
た
め
に
、
一
一

G
一
O
年
に

直
後
の
一
日
、
小
出
百
合
子
輸
送
用
燃
料
使
用
量
の
0
・

環
境
相
は
こ
う
述
べ
て
、
パ

6
M分
に
当
た
る
五
十
万
J

イ
オ
燃
料
控
遂
へ
の
意
気
込
同
(
原
油
換
算
)
の
パ
イ
オ

み

芥

莞

ゼ

た

土

燃

料

を

ガ

ソ

リ

ン

な

ど

に

混

一
イ
オ
燃
料
は
サ
ト
ウ
キ
ぜ
て
使
う
計
菌
だ
が
、
普
及

ド
一
や
ア
ブ
一
一
ノ
ヤ
シ
の
実
な
ど
度
で
は
散
米
に
大
き
く
後
れ

(
ベ
イ
オ
ブ
ス
)
を
取
っ
て
い
る
と

温暖化対策で各国本腰

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
プ
ラ
ン
一
ア
l
シ
ョ
シ
開
発
の
た
め
に

伐
採
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
熱
梼
林
(
地
球
-
人

間
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
提
供
)

党
金
喜多

こ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
と

慨
算
要
求
に
は
、
規
格
外
農

産
物
の
利
用
や
、
都
市
部
で

の
燃
料
供
給
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
嬬
、
税
制
の
特
例
措
震

な
ど
六
省
庁
で
約
一
一
一
百
億
円

の
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
、
実

用
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

本
格
化
し
て
き
た
c

た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
冨
内

自
給
が
見
込
め
る
の
は
わ
ず

か
な
量
に
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
当
面
は
輸
入
に
頼
る
し

か
な
い
の
が
実
情
だ
わ

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
各

国
で
の
需
要
増
を
、
東
南
ア

ジ
ア
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
国

々
は
巨
大
な
ど
ジ
、
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
え
て
い
る
c

ブ
ラ
ジ
ル
は
一
九
七
0
年

代
、
石
泊
危
機
対
策
と
し

て
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
作
っ
た

パ
イ
オ
エ
タ
/
!
ル
普
及
を

推
進
っ
現
在
は
ガ
ソ
リ
ン
へ

の
お
1
泊
府
知
混
合
が
義
務
化

さ
れ
て
お
リ
、
。
四
年
の
生

産
量
は
千
二
百
万
J
U
U
に

‘
違

L
た
、
日
本
に
も
積
極
的

食料難ー森林破壊恐れも

13 

な
売
り
込
み
を
図
っ
て
お

り
、
ル
ラ
大
統
領
は
「
ブ
ラ

ジ
ル
は
一
一
世
紀
の
燃
料

ム
間
九
百
対
与
1
k
p
菜
立
見
担
慧
必
要

高
千
寸
ノ
孟
哩

T
J，
z
i
J
4工
HZuZ割
同
住
川
必
司
ヨ

大
国
に
な
れ
る
つ
先
進
国
も
だ
が
、
プ
!
ム
の
裏
で
一
進
地
帯
)
セ
ラ
i
ド
の
生
態
系

わ
れ
わ
れ
の
経
験
か
ら
多
む
環
境
破
壊
奇
心
配
す
る
声
が
一
層
の
危
競
に
さ
ら
さ
れ

〈
を
学
ぶ
だ
ザ
?
っ
」
と
胸
を
も
出
始
め
た
。
ブ
ラ
ジ
ソ
ア
る
ー
て
と
懸
念
を
示
す
山

張
る
c

の
環
境
保
護
団
体
、
セ
ブ
ラ
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
も

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
!
ク
財
団
の
マ
ウ
ン
リ
オ
'
ガ
「
ブ
ラ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
開

シ
ア
で
も
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
リ
ン
キ
代
表
は
一
パ
イ
オ
燃
発
は
森
林
減
少
の
原
砲
に
な

プ
ラ
ン
テ
!
シ
ョ
ン
を
国
策
料
ブ
1

ム
で
(
た
だ
で
も
破
っ
て
い
る
ほ
か
、
水
質
汚
染

と
し
て
拡
大
し
て
い
る
つ
壊
が
深
刻
な
中
部
の
半
乾
燥
や
労
働
者
の
人
権
問
題
も
起



」

き
て
い
る
」
(
満
田
夏
花
地

球
・
人
間
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
一

主
任
研
究
員
)
と
の
声
が
直

ま

っ

て

い

る

。

一

「
穀
物
や
砂
糖
へ
の
供
盤

が
減
り
、
既
に
車
の
燃
料
主

食
料
か
と
い
う
競
争
が
拍
車

っ
て
い
る
」
と
雷
う
の
は
進

国
の
環
境
シ
ン
ク
タ
ン
夕
、
一

ア
i
ス
ポ
リ
シ
ー
研
甥
所
心

レ
ス
タ
l
・
ブ
ラ
ウ
ン
岱

表
。
「
世
界
の
砂
糖
の
一
ι

劃

が
燃
料
に
転
換
さ
れ
、
砂
一

の
価
格
が
急
騰
し
て
い
る
。
一

今
後
、
食
料
難
が
深
刻

ιμ

政
情
不
安
が
起
き
る
闘
が
ぬ

る
か
も
し
れ
な
い
」
」

こ
の
間
題
に
詳
し
い
パ
4

オ
マ
ス
産
業
社
会
ネ
ッ
ム

ワ
i
ク
の
泊
み
ゆ
き
理
嘉

長
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
に
も
撞

続
可
能
な
も
の
と
、
そ
う
立

な
い
も
の
が
あ
る
」
と
指
摘
一

「
日
本
は
ま
ず
、
廃
棄
物
年

ど
国
産
品
の
利
用
を
進
位

る
べ
き
だ
。
輸
入
に
醸
し
工

は
生
産
国
の
環
境
な
ど
に
配

慮
し
た
調
書
存
う
配
躍
が

必
要
だ
」
と
提
言
し
て
い
]

る。
綴
務
務
磁
級
協
額
縁
級
協
蹄

自転車が絡んだ県内の交通事故の推移

題
遺
辰
巳

重
点
的
に
取
り
締
ま
る
違
反

一
乞
「
'
{
話
は
、
酒
酔
い
運
転
マ
信
号

n
a
g」
無
視
マ
ニ
人
乗
り
マ
一
時
不
停

h
h

崎
許

R
j
止
マ
通
行
禁
止
違
反
マ
運
行
区

J
Qノ
臼
l
分
違
反
マ
遮
断
踏
切
立
ち
入
り

マ
無
灯
火
l
の
八
項
目
。

例
え
ば
、
歩
行
者
専
用
道
路

を
走
行
し
、
歩
行
者
に
衝
突
し

た
り
、
通
行
を
脅
か
し
た
り
す

れ
ば
即
座
に
摘
発
対
象
。
一
一
人

乗
り
や
無
灯
火
も
警
察
官
の
警

告
に
従
わ
な
ザ
れ
ば
対
象
と
な

る
可
能
性
が
高
い
。

違
皮
者
は
最
高
で
懲
役
三
年

増
加
す
る
自
転
車
の
交
通
事
故
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、
県
警
は
自

転
車
の
酒
酔
い
運
転
や
信
号
無
視
な
ど
悪
質
な
ル
i
ル
違
反
者
に
対
し
、

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
同
様
に
交
通
切
符
(
赤
切
符
)
を
適
用
す
る
な
ど
積

極
的
な
取
り
締
ま
り
に
乗
り
出
す
。
秋
の
全
菌
交
通
安
全
運
動
初
日
の
九

月
二
十
一
日
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
、
八
月
一
日
か
ら
周
知
期
間
に
入
る
。

四
国
で
は
香
川
県
警
に
次
い
で
ニ
県
目
。

(人)(件)

05 (年度〉

県
馨

04 03 

警
察
庁
は
四
月
、
今
後
五
年

間
に
接
行
者
と
自
転
車
公
益

事
故
死
者
数
を
そ
れ
ぞ
れ
二
割

減
ら
す
こ
と
を
量
点
目
標
に
し

た
指
針
+
議
定
し
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
。

自
転
車
は
道
交
法
上
「
軽
車

両
」
に
分
類
さ
れ
、
本
来
、
車

と
同
様
に
酒
酔
い
運
転
や
信
号

無
視
を
す
れ
ば
摘
発
対
象
と
な

る
。
し
か
し
、
酒
酔
い
運
転
で

さ
え
「
摘
発
は
数
年
に
一
回
程

度
」
(
県
警
交
通
指
導
課
)
で
、

大
半
は
口
頭
に
よ
る
警
告
で
済

ま
せ
て
い
た
。

02 2000 01 99 98 1996 97 

り強化事故防止ヘ取り締ま

9
月
か
ら

以
下
ま
た
は
罰
金
五
十
万
円
が

耕
せ
ら
れ
、
未
成
年
者
の
場
合

に
は
家
庭
裁
盟
所
に
送
致
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
県
警
は
学
校

関
係
者
へ
の
指
導
な
ど
啓
発
活

動
を
一
一
層
推
進
す
る
方
針
。

同
課
に
よ
る
と
、
ニ

O
O五

年
度
に
県
内
で
発
生
し
た
自
転

車
の
交
通
事
故
は
千
九
百
四
十

八
件
で
十
年
前
に
比
べ
て
約
一

割
増
加
。
死
者
数
も
過
去
十
年

で
最
多
の
二
十
五
人
と
、
増
減

を
繰
り
返
し
な
が
ら
増
加
傾
向

に
あ
る
。

f与
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ご
日
中
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
。

些
活
の
リ
ズ
ム
が
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な

の
は
、
昼
寝
の
せ
い
?
」
。
兵
庫
県

の
高
校
2
年
生
(
出
)
の
悩
み
は
眠

気。
夏
休
み
中
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の

練
習
で
、
午
前
7
時
起
き
だ
っ
た
。

練
習
を
終
え
て
家
に
帰
る
の
が
午
後

3
時
過
ぎ
。
そ
の
後
、
ど
う
し
ょ
う

も
な
く
眠
く
な
り
、

2
時
間
ほ
ど
昼

寝
を
す
る
の
が
習
慣
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
「
体
は
だ
る
い
し
、
机
に
向

か
っ
て
も
間
顕
そ
1
、
2
閥
解
く
と

分
の

OJ 

下

議もうだ
め
:
;
:
。
せ
っ
か
く
寝
た
の

に
、
余
計
に
眠
気
が
ひ
ど
く
な
っ
た

み
た
い
」

。。
広
島
大
総
合
税
学
部
の
林
光
緒
・

助
教
授
(
睡
眠
学
)
は
「
『
よ
く
な

い
昼
寝
』
の
随
塾
で
す
ね
」
。
問
題

は
、
昼
寝
の
時
間
帯
と
長
さ
、
と
い

う。
通
常
、
人
の
眠
気
は
半
日
周
期

で
、
大
人
で
も
午
後
2
時
ご
ろ
に
眠

気
の
ピ

1
ク
が
や
っ
て
く
る
。
昼
食

後
に
昼
寝
を
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
「
シ

エ
ス
タ
」
や
英
国
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

テ
ィ
ー
は
こ
の
習
性
を
生
か
し
た
文

化
だ
と
い
う
。
午
後
2
時
の
眠
気

O 

圃曹轟曹圃

で

果レスで逆ト無理な昼寝、ス
は
、
い
わ
ば
「
健
康
の
証
し
」
。
一

一
方
、
午
前
中
や
夕
方
に
眠
く
な
る
の

は
、
宅
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
証

拠
で
「
麓
信
号
」
な
の
だ
そ
う
だ
。

特
に
、
遅
い
時
間
に
昼
寝
を
す
る

と
、
夜
の
寝
付
き
が
悪
く
な
っ
た
り

熟
睡
で
き
な
く
な
っ
た
り
と
、
悪
猶

環
を
招
く
。
そ
の
た
め
)
午
後
3
時

以
降
は
控
え
る
べ
き
だ
と
い
う
。

ま
た
、
加
5
加
分
以
上
の
昼
寝
ち

禁
物
。
人
は
眠
り
始
め
の
う
と
う
と

状
態
(
段
階
1
)
か
ら
約
5
5日
分

で
、
寝
患
を
立
て
始
め
る
〈
段
階

2
)
。
部
分
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
声

を
か
け
ら
れ
で
も
反
応
し
に
く
く
な

り
(
段
階
3
)
、
加
分
を
過
ぎ
る
と

最
も
深
い
睡
眠
(
段
階
4
)
に
な

る
。
段
階
3
に
な
る
と
眠
り
続
け
よ

う
と
す
る
力
が
働
意
、
寝
覚
め
が
悪

く
な
っ
た
り
、
か
え
っ
て
疲
れ
を
感

じ
た
り
す
る
。
無
理
に
起
き
よ
う
と

す
る
と
、
心
拍
数
や
血
圧
が
急
激
に

上
が
り
、
体
へ
の
負
担
も
大
き
い
と

い
う
。
へ
慢

h
L何
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。
適
度
な
昼
寝
ヘ
ベ
一
林
助
教
授
が
勧

め
る
の
が
「
自
己
党
臨
法
」
0

「O

時
に
起
き
よ
う
」
と
か
「
ム
分
後
ま

で
眠
ろ
う
」
と
か
、
目
覚
め
る
時
間

O 

O 

そ
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
眠
る

方器~。
実
験
で
は
、
起
き
よ
う
と
決
め
た

時
間
の
3
分
前
か
ら
心
拍
数
が
徐
々

に
よ
か
り
、
目
覚
め
る
準
備
が
整
う

と
い
う
結
果
が
出
た
。
そ
れ
で
も
起

き
る
自
信
が
な
い
場
合
は
、
あ
え
て

熟
睡
し
な
い
よ
う
に
車
の
シ
ー
ト
ゃ

い
す
に
盛
っ
た
ま
ま
で
寝
る
の
も
い

い
。
座
つ
て
の
鹿
壊
も
、
完
全
に
横

た
わ
っ
た
場
合
と
同
様
、
疲
労
回
復

の
効
果
が
あ
る
そ
う
だ
。

「
昼
寝
前
一
路
W
Iヒ
ー
を
飲
ん
だ

り
、
起
き
た
議
李
飲
ん
だ
り
す

る
こ
と
も
、
ず
づ
き
り
し
た
目
覚
め

に
つ
な
が
る
」
と
林
助
教
授
は
雷
う
。

O 
O 

O 

た
だ
、
昼
寝
に
だ
け
焦
点
を
あ
て

る
の
は
禁
物
。
睡
隈
文
化
研
究
所

(
東
京
都
)
の
松
浦
倫
子
研
兜
員
は

「1
自
に
必
要
な
睡
眠
時
間
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
、
年
齢
や
生
活
ス
タ
イ
ル

も
影
響
す
る
。
無
理
に
昼
寝
を
し
よ

う
と
は
し
な
い
で
」
。
忙
し
い
の
に

わ
ざ
わ
ざ
時
間
を
作
っ
た
り
、
眠
く

な
い
の
に
昼
寝
を
し
よ
う
と
し
た
り

一
す
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。

一
学
識
経
験
者
ら
で
作
る
日
本
睡
眠

↑
改
善
協
議
会
の
評
議
員
で
、
快
眠
コ

↑
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
岩
田
ア
リ
チ
カ
さ

~
ん
は
一
吉
う
。
「
休
日
も
早
起
き
を
し

て
、
昼
間
は
ご
ろ
ご
ろ
し
な
い
な
ど

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
生
活
を
続
け
、

体
が
自
然
に
昼
寝
を
必
要
と
す
る
状

一
態
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ
し

(
相
江
智
世
)

螺
祭
器
撤
保
全
区
域
設
定
お
お
む
ね
了

j
L

V
一
多
く
の
希
少
生
物
が
生
息
一
市
が
、
環
境
へ
の
配
慮
を
求
一
五
月
、
市
や
土
地
改
良
区
の

一
し
、
多
様
性
に
富
ん
だ
生
物
一
め
て
い
た
専
門
家
の
意
見
を
一
関
係
者
、
専
門
家
ら
で
設
置
。

一
相
が
残
る
東
温
市
田
憲
の
一
ニ
一
取
り
入
れ
て
修
正
、
「
保
全
一
騎
葉
土
の
堆
積
(
た
い
せ
き
)

一
ケ
村
(
さ
ん
が
む
ら
)
泉
な
一
匹
域
」
を
設
け
る
こ
と
な
ど
一
な
ど
で
濁
水
(
ゅ
う
す
い
)

一
ど
の
改
修
築
を
協
議
す
る
間
一
宇
盛
り
込
ん
だ
改
修
築
を
捷
一
停
止
が
懸
念
さ
れ
、
地
元
土

一
市
の
「
環
境
創
造
型
車
業
検
一
示
。
出
席
者
か
ら
お
お
む
ね
一
地
改
良
区
か
ら
改
修
を
求
め

討
委
員
会
」
第
四
回
会
議
が
一
了
京
を
得
た
。
一
ら
れ
て
い
た
一
一
一
ケ
村
泉
マ
森

七
日
、
市
役
所
で
あ
っ
た
。
一
問
委
員
会
は
ニ

0
0
四
年
一
の
木
泉
(
下
林
)
マ
柳
原
泉

持品
開

2
3
4
5
2

一
(
見
奈
良
)
の
改
修
築
を
協
一
わ
な
い
保
全
区
域
を
設
定
。

一
議
し
て
き
た
。
一
泉
の
底
も
濁
水
が
止
ま
ら
な

十
市
が
当
初
示
し
て
い
た
改
一
い
よ
う
、
腐
葉
土
を
除
去
す

一
修
擦
は
、
一
一
一
カ
所
の
泉
の
金
一
る
程
度
に
と
ど
め
る
こ
と
と

一
域
を
改
修
対
象
と
し
、
泉
の
一
し
て
い
る
。
会
議
後
、
議
員

ι『
底
を
掘
り
下
げ
る
な
ど
と
し
一
の
松
井
宏
光
・
松
山
東
雲
短

一
て
い
た
た
め
、
専
門
家
な
ど
一
大
教
授
(
植
物
社
会
学
)
は

…
か
ら
生
態
系
の
崩
壊
に
つ
な
一
「
自
然
を
残
し
な
が
ら
の
工

一
ト
が
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
一
一
事
を
要
望
し
た
。
今
後
も
環

一
一
市
が
示
し
た
修
正
案
で
は
一
境
に
配
慮
し
て
い
る
か
確
認

土
そ
れ
ぞ
れ
の
泉
に
工
事
を
行
一
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

ア智
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雑感

台嵐一過、久々に抜けるような青空が広がりました。最近は高地的

ともゲリラ的とも替われる大荒れの天候に驚かされてばかりです。

人間の心まで壊れてしまったような、事件や事故が後を絶ちません。

家庭も学校もその機能が低下してしまっている様です。核家族、女性

の社会進出等、様々な理由で家庭に大人がいなくなってしまっていま

す。そして、大人も子供も何故か誰もが忙しくて、家族でありながら、

個々別々の時を過ごすことも珍しいことではなくなっています。女性

の社会進出は大拐なことです。応援したいと思います。でも、誰か子

供に寄り訴う大人がいなくては、と思うのは私だけでしょうか。人間

関係は、その時間の長さより、内容の濃さが大拐、どもいいます。そ

れでも、向きあう時間があまりにも短い様に思うのです。昔から、“子

供は親の背中を見て育つ押といいます。職場が住患と離れていること

が多い現在、子供にとって見るべき背中が無いのです。かまってもら

えなくても、遊て)、iと連れて行ってもらえなくても、忙しく犠いている

親を間近に見ることができれば、子供なりに納得もできるでしょうが、

離れた職場に出かける親から幅仕事だ、から円と説明されても、ただ淋

しさだけを抱え込んで、しまうことは容易に想犠できます。家躍のすべ

ての大人が職を持つことを是とする政策を闘が執っている現状では、

学校の場を“家庭問としての機能も担える場にしなくてはならないの

かもしれません。その為には人材を増やし、質も向上させなくてはな

りません。朝食給食や食育を実施している学校も増えてきました。も

ちろん大切えとことですが、それ以前に、教師一人一人に子供連の“親"

としての自覚を持って欲しいのです。親としての自覚があれば、秋田

でおきた、我娘と隣家の男児を殺害した女性の高校時代、寄せ書きに

人格を金否定する言葉を掲載させてしまう搬な教師は存在しなくなる

筈です。それでも、どんなに学校が“家庭丹を担っても、誕生から死

へ繋がる命の重みを実感として受け止めることは難しいことでしょう。
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すアフガニ只タンで現地の人たちと共に現地での持続可能な方法

で井戸を掘り続けている日本人底師のこと

会命に関する重すぎる記事 2つ……終末期医嬢の中自らの最期を

決定した作家、飼猫が産んだ仔猫を殺す決断をした作家

)::(ワンマン宰相のイメージが強かった吉侶茂は第二次世界大戦中、

一貫して戦争に反対し、投獄されていたという事実

)::(エジプトの歴代の王の中で私にとって最も時li染み深いツタンカ

ーメン王は、宗教上の理由で王の系譜から削除されていたという

こと

合スペインでのファッションショーで、モデルの体型が摂食障害へ

影響を与えるという観点でBN118以下のモデ、ルは出場で、き拾

いとのとと

近くの学校から、運動会の練習の音楽が聞こえてきます。子供の頃

から運動がまるで駄目な私は、今もその音楽を開くと軽い腰痛を覚え

ます。切なくて懐かしい思い出です。 (K.O)
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10月額j金予定

10月 25日(水) 9: 00'"'-

南予方面へ出かけてみる予定です。

重富重襲畿書量

あぜ道に彼岸花が満開です。

今回も、会員からたくさんの原稿や新開切り抜き記事が届きま

した。ありがとろございました。

現荘、小泉政権から安倍政権へ移り変わろうとしている中、と

の編集をしています。時代には、“ゆれ"のようなものがあるよ

うな気がします。小泉政権の功罪はいろいろといわれていますが、

前政権の“ゆりかえし昨の波がくるでしょう。麗史は繰り返しな

がら、スパイラノレ状に続いていくといったことをある歴史家がい

っていました。目先の流れに翻弄されることなく、思元と来来、

ともに見つめて歩んでいきたいものです。 (E.K)

グ鳴と
J需と

ヂ曜と

(ーくもむ職警襲撃雪舎で韓、露豊富豊重量讃議室喜毒事襲むて論議定す。

活動会員 2，000円/年 購読会員 1，000円/年
振込先口座番号(郵便局) くらしの学習会01610・5-21026

間合せ先 TEL/FAX 089-964・6956

¥ E-maiI:kt-hayashi@nifty.com 
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